
(57)【要約】

　

【課題】　樹脂部品に金属端子を圧入する際に樹脂摩耗

粉が発生しにくい端子圧入構造を提供すること。

【解決手段】　一端部の幅を狭くした平板状基部５１と

、その一端部とは逆側の他端部の側から平板状基部５１

の中心線に沿って延設された凸部２０とを有する金属端

子１を、圧入穴が設けられた樹脂部品に、その中心線の

方向に圧入してなる端子圧入構造であり、凸部２０は平

板状基部５１にほぼ平行に形成された上面と中心線の方

向に延伸する２つの凸部側面５００とを有し、２つの凸

部側面５００は金属端子１の圧入方向及び厚さ方向にテ

ーパー角度を持って形成され、樹脂部品の圧入穴の幅は

金属端子１の幅よりも大きく、その圧入穴の一面には、

金属端子１の凸部２０が嵌合する溝が設けられ、圧入完

了時点では、溝のある面と対向する側の圧入穴の面に金

属端子背面１０が接触し平板状基部５１の幅方向の縁辺

と圧入穴の幅方向の面との間にはわずかな隙間がある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 端 部 の 幅 を 狭 く し た 板 状 の 基 部 と 、 前 記 一 端 部 と は 逆 側 の 他 端 部 の 側 か ら 前 記 基 部 の
中 心 線 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 凸 部 と を 有 す る 金 属 端 子 を 、 圧 入 穴 が 設 け ら れ た 樹 脂 部 品 に 、
前 記 中 心 線 の 方 向 に 圧 入 し て な る 端 子 圧 入 構 造 に お い て 、 前 記 凸 部 は 前 記 基 部 に ほ ぼ 平 行
に 形 成 さ れ た 上 面 と 前 記 中 心 線 の 方 向 に 延 伸 す る ２ つ の 凸 部 側 面 と を 有 し 、 前 記 ２ つ の 凸
部 側 面 は 前 記 金 属 端 子 の 圧 入 方 向 及 び 厚 さ 方 向 に テ ー パ ー 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 圧
入 穴 の 幅 は 前 記 金 属 端 子 の 幅 よ り も 大 き く 、 前 記 圧 入 穴 の 一 面 に は 、 前 記 金 属 端 子 の 前 記
凸 部 が 嵌 合 す る 溝 が 設 け ら れ 、 圧 入 完 了 時 点 で は 、 前 記 溝 の あ る 面 と 対 向 す る 側 の 圧 入 穴
の 面 に 前 記 金 属 端 子 の 基 部 の 背 面 が 接 触 し 前 記 基 部 の 幅 方 向 の 縁 辺 と 前 記 圧 入 穴 の 幅 方 向
の 面 と の 間 に は 隙 間 が あ る こ と を 特 徴 と す る 端 子 圧 入 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 圧 入 方 向 の テ ー パ ー 角 度 は ２ ～ １ ０ 度 で あ り 、 前 記 厚 さ 方 向 の テ ー パ ー 角 度 は ３ ０
～ ４ ５ 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 端 子 圧 入 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 部 品 の 端 子 圧 入 構 造 に 関 し 、 特 に 樹 脂 成 形 部 品 に 金 属 端 子 を 圧 入 す る 構
造 で 、 圧 入 時 に 発 生 す る 樹 脂 摩 耗 粉 発 生 を 極 力 抑 え る 必 要 の あ る 電 子 部 品 に 好 適 な 端 子 圧
入 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 比 較 的 複 雑 な 電 子 部 品 で は 、 そ の 電 気 回 路 の 形 成 及 び 機 械 的 構 造 を 確 保 す る た め 、 樹 脂
成 形 部 品 に 金 属 端 子 を 圧 入 固 定 す る 場 合 が 多 い 。 そ の 場 合 、 金 属 端 子 は プ レ ス に て 打 ち 抜
か れ 、 そ の 打 ち 抜 き 形 状 で 突 起 を 形 成 し 、 樹 脂 成 形 部 品 の 圧 入 穴 側 面 に 食 い 込 ま せ 、 金 属
端 子 を 保 持 す る の が 一 般 的 で あ る 。 た と え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 端 子 の 圧 入 構 造 は
狭 ピ ッ チ で 多 極 の コ ネ ク タ 端 子 に 適 用 さ れ る 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ １ ９ ２ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 プ レ ス 打 ち 抜 き で 金 属 端 子 の 突 起 部 を 形 成 し 、 樹 脂 成 形 部 品 の 圧 入 穴 側
面 に 食 い 込 ま せ 、 金 属 端 子 を 保 持 す る 場 合 、 金 属 端 子 の 打 ち 抜 き 外 形 側 面 は 、 通 常 荒 れ た
剪 断 面 と な り 、 圧 入 の と き 、 金 属 端 子 の 突 起 が 樹 脂 部 品 を 引 っ 掻 く こ と と な り 、 樹 脂 摩 耗
粉 の 発 生 が 避 け ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 磁 リ レ ー な ど の 、 内 部 に 可 動 部 と 接 点 を 持 つ 電 子 部 品 の 場 合 、 可 動 部 の 振 動 な ど で 、
圧 入 部 で 発 生 し た 摩 耗 粉 等 が 遊 離 し 、 接 点 間 に 挟 ま り 動 作 不 良 な ど を 起 こ す 場 合 が あ る 。
こ う し た 問 題 を 避 け る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 入 念 な 洗 浄 を 施 し 、 摩 耗 粉 等 の 異 物 除 去 に 努
め る の が 普 通 で あ る 。 抜 本 対 策 と し て は 、 樹 脂 部 品 に 金 属 端 子 を イ ン サ ー ト 成 型 す れ ば 、
摩 耗 粉 の 発 生 は 極 小 と な る が 、 イ ン サ ー ト 成 型 は 成 型 設 備 が 数 倍 高 価 で あ る た め 、 製 造 コ
ス ト を 下 げ ら れ な い と 言 う 問 題 が あ る 。 本 発 明 で は 、 樹 脂 部 品 に 金 属 端 子 を 圧 入 す る 際 に
、 摩 耗 粉 が 発 生 し に く い 構 造 を 示 し 、 イ ン サ ー ト 成 型 よ り も 低 い 製 造 コ ス ト と 信 頼 性 の 両
立 方 法 を 提 示 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 課 題 は 樹 脂 部 品 に 金 属 端 子 を 圧 入 す る 際 に 樹 脂 摩 耗 粉 が 発 生 し に く
い 端 子 圧 入 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 端 子 圧 入 構 造 は 、 一 端 部 の 幅 を 狭 く し た 板 状 の 基
部 と 、 前 記 一 端 部 と は 逆 側 の 他 端 部 の 側 か ら 前 記 基 部 の 中 心 線 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 凸 部 と
を 有 す る 金 属 端 子 を 、 圧 入 穴 が 設 け ら れ た 樹 脂 部 品 に 、 前 記 中 心 線 の 方 向 に 圧 入 し て な る
端 子 圧 入 構 造 に お い て 、 前 記 凸 部 は 前 記 基 部 に ほ ぼ 平 行 に 形 成 さ れ た 上 面 と 前 記 中 心 線 の
方 向 に 延 伸 す る ２ つ の 凸 部 側 面 と を 有 し 、 前 記 ２ つ の 凸 部 側 面 は 前 記 金 属 端 子 の 圧 入 方 向
及 び 厚 さ 方 向 に テ ー パ ー 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 圧 入 穴 の 幅 は 前 記 金 属 端 子 の 幅 よ り
も 大 き く 、 前 記 圧 入 穴 の 一 面 に は 、 前 記 金 属 端 子 の 前 記 凸 部 が 嵌 合 す る 溝 が 設 け ら れ 、 圧
入 完 了 時 点 で は 、 前 記 溝 の あ る 面 と 対 向 す る 側 の 圧 入 穴 の 面 に 前 記 金 属 端 子 の 基 部 の 背 面
が 接 触 し 前 記 基 部 の 幅 方 向 の 縁 辺 と 前 記 圧 入 穴 の 幅 方 向 の 面 と の 間 に は 隙 間 が あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 圧 入 方 向 の テ ー パ ー 角 度 は ２ ～ １ ０ 度 で あ り 、 前 記 厚 さ 方 向 の テ ー パ ー 角 度
は ３ ０ ～ ４ ５ 度 で あ る と よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 金 属 端 子 に 形 成 さ れ た テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 が 、 樹 脂 成 型 品 の 圧 入 穴 内
面 の 溝 に 嵌 合 し 、 金 属 端 子 の 打 ち 抜 き 外 形 面 は 圧 入 穴 の 面 と わ ず か な 隙 間 を 持 っ た 状 態 で
圧 入 さ れ る た め 、 打 ち 抜 き 外 形 面 で 樹 脂 成 型 品 の 圧 入 穴 を 削 り 摩 耗 粉 を 発 生 さ せ る 可 能 性
は 非 常 に 低 く な る 。 更 に 、 金 属 端 子 の テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 は エ ン ボ ス 加 工 に て 形 成 す る と
、 そ の 際 パ ン チ 形 状 が 転 写 さ れ 、 加 工 に 用 い る パ ン チ の 表 面 荒 さ を 十 分 に 小 さ く す れ ば 、
テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 の 表 面 荒 さ を 小 さ く 押 さ え る こ と が 出 来 、 樹 脂 成 形 品 の 圧 入 穴 内 面 の
溝 と の 嵌 合 時 の 樹 脂 摩 耗 粉 発 生 を 極 小 化 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に よ れ
ば 、 樹 脂 部 品 に 金 属 端 子 を 圧 入 す る 際 に 、 樹 脂 摩 耗 粉 が 発 生 し に く い 端 子 圧 入 構 造 を 提 供
す る こ と が 出 来 る 。 　
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 金 属 端 子 の 概 略 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 金 属 端 子 １ は 、 そ の 中 心 線 に
沿 っ て 延 設 さ れ た 凸 部 ２ ０ を 持 ち 、 こ の 凸 部 ２ ０ は 金 属 端 子 全 体 の 平 板 状 基 部 ５ １ に ほ ぼ
平 行 な 上 面 を 持 つ と 共 に 、 凸 部 側 面 ５ ０ ０ と し て 圧 入 方 向 に 延 伸 す る ２ つ の テ ー パ ー 面 を
持 つ 。 こ の 凸 部 側 面 ５ ０ ０ は 、 金 属 端 子 の 圧 入 方 向 及 び 金 属 端 子 の 厚 さ 方 向 に テ ー パ ー 角
度 を 持 つ 形 状 と な っ て お り 、 そ の 表 面 は １ ． ６ Ｒ ａ 程 度 の 表 面 荒 さ に 押 さ え ら れ る よ う に
、 ラ ッ プ 仕 上 げ の 成 型 パ ン チ に て プ レ ス 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 樹 脂 成 形 品 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 樹 脂 成 型 品 １ ０ １ は 、 金 属 端
子 の 圧 入 穴 １ １ ０ を 持 ち 、 そ の 穴 の 一 面 に は 金 属 端 子 １ の 凸 部 ２ ０ （ 図 １ 参 照 ） よ り も わ
ず か に 小 さ い 形 状 の 溝 １ ２ ０ を 持 つ 。 ま た 、 穴 寸 法 は 、 金 属 端 子 の 幅 よ り も 大 き い 寸 法 で
あ り 、 特 に 、 圧 入 時 に 金 属 端 子 の 打 ち 抜 き 外 形 側 面 の 剪 断 面 が 樹 脂 を 削 ら な い よ う に 十 分
な 隙 間 を 持 た せ て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ は 金 属 端 子 の 挿 入 初 期 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 金 属 端 子 １ を 樹 脂 成 型 品 １ ０ １
に 圧 入 す る 場 合 、 当 初 、 穴 外 形 が 金 属 端 子 よ り も 大 き い た め 、 ほ と ん ど 摩 擦 を 起 こ す こ と
な く 挿 入 さ れ る 。 こ の と き 、 テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 ２ ０ と 溝 １ ２ ０ も 十 分 な 隙 間 を 持 つ た め
、 摩 耗 粉 を 発 生 さ せ る こ と は 無 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 圧 入 完 了 直 前 の 端 子 圧 入 構 造 の 概 略 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ 、 図 ３ 及 び 図 ４ を
参 照 し て 、 圧 入 過 程 を 説 明 す る 。 図 ３ を 流 用 し て 、 金 属 端 子 が 所 定 の 高 さ ま で 挿 入 さ れ る
と 、 端 子 外 形 は 依 然 と し て 圧 入 穴 と の 隙 間 を 持 っ て い る が 、 テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 ２ ０ と 溝
１ ２ ０ の 斜 面 間 の 隙 間 が ほ ぼ 無 く な り 、 嵌 合 し 始 め る 。 嵌 合 が 進 む と 、 金 属 端 子 １ は テ ー

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-207702 A 2007.8.16



パ ー を 持 つ 凸 部 ２ ０ が 溝 １ ２ ０ に 接 触 し 、 板 厚 方 向 に 押 さ れ る た め 、 金 属 端 子 背 面 １ ０ が
圧 入 穴 主 面 １ １ １ に 接 触 す る 。 更 に 金 属 端 子 １ を 押 し 下 げ る と 、 図 ４ の よ う に 、 （ １ ） 金
属 端 子 の テ ー パ ー を 持 つ ２ つ の 凸 部 側 面 ５ ０ ０ と 、 圧 入 穴 １ １ ０ の 溝 １ ２ ０ で の 接 触 面 と
な る 嵌 合 テ ー パ ー 面 １ ３ ０ 及 び 嵌 合 テ ー パ ー 面 １ ３ １ の ２ 面 と の 間 、 （ ２ ） 金 属 端 子 の 平
板 状 基 部 ５ １ の 凸 部 と は 逆 側 の 金 属 端 子 背 面 １ ０ と 、 圧 入 穴 主 面 １ １ １ と の 間 の 合 計 ３ 面
で 金 属 端 子 が 拘 束 さ れ 、 圧 入 穴 １ １ ０ に 金 属 端 子 が 圧 入 保 持 さ れ る 。 そ の と き 平 板 状 基 部
５ １ の 縁 辺 と 圧 入 穴 側 部 面 １ １ ２ と の 間 に は 隙 間 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 圧 入 時 に 摺 動 す る ３ 面 は 、 プ レ ス 成 形 パ ン チ 及 び 樹 脂 成 形 パ ン チ を 鏡 面 仕 上 げ と す
る こ と で 、 凸 部 ２ ０ 及 び 金 属 端 子 背 面 １ ０ の 表 面 荒 さ を 、 圧 入 穴 主 面 １ １ １ 及 び 溝 １ ２ ０
と 共 に 十 分 に 小 さ く す る こ と が 出 来 、 打 ち 抜 き 剪 断 面 で の 摺 動 に 比 べ 大 幅 に 摩 耗 粉 の 発 生
を 少 な く す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 凸 部 が 有 す る テ ー パ ー に つ い て 、 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 金 属 端 子 の 凸 部
側 面 の テ ー パ ー 角 度 を 示 し 、 図 ５ （ ａ ） は 圧 入 方 向 の テ ー パ ー 角 度 を 示 す 金 属 端 子 の 平 面
図 、 図 ５ （ ｂ ） は 厚 さ 方 向 の テ ー パ ー 角 度 を 示 す 金 属 端 子 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ （ ａ ） に 示 し た 凸 部 側 面 ５ ０ ０ の 圧 入 方 向 の テ ー パ ー 角 度 θ １ は ２ ～ １ ０ 度 が 適 切
で あ る 。 こ の 角 度 が １ ０ 度 を 超 え る と 金 属 端 子 を 固 定 保 持 す る 力 が 小 さ く な り 、 ２ ０ 度 を
超 え る と 使 用 で き な い 。 ま た 、 圧 入 高 さ を 一 定 の 範 囲 で 調 整 し た い 場 合 は 、 圧 入 代 を 安 定
し て 確 保 す る た め 、 ３ 度 以 下 の 比 較 的 小 さ い テ ー パ ー 角 度 と す べ き で あ る 。 た だ し 、 ２ 度
未 満 で は 、 樹 脂 部 品 の 圧 入 穴 に 対 し て 高 度 な 寸 法 精 度 が 要 求 さ れ 実 用 的 で な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 し た 凸 部 側 面 ５ ０ ０ の 厚 さ 方 向 の テ ー パ ー 角 度 θ ２ は ３ ０ ～ ４ ５
度 が 適 切 で あ り 、 ４ ５ 度 を 越 え る と 、 端 子 の 幅 方 向 の 振 れ を 押 さ え る 効 果 が 低 く な り 、 ６
０ 度 を 超 え る と 金 属 端 子 の 振 れ が 大 き く 実 用 的 で な い 。 ま た 、 ３ ０ 度 未 満 で は 、 圧 入 穴 の
溝 か ら 受 け る 押 圧 力 が 小 さ く な り 厚 さ 方 向 の 固 定 力 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 金 属 端 子 に 形 成 さ れ た テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 が 、 樹 脂 成 型 品 の 圧 入 穴 内
面 に 設 け ら れ た 溝 に 嵌 合 し 、 金 属 端 子 の 打 ち 抜 き 外 形 面 （ 縁 辺 部 ） は わ ず か な 隙 間 を 持 っ
た 状 態 で 圧 入 さ れ る た め 、 打 ち 抜 き 外 形 面 で 樹 脂 成 型 品 の 端 子 圧 入 穴 を 削 り 摩 耗 粉 を 発 生
さ せ る 可 能 性 は 非 常 に 低 く な る 。 更 に 、 金 属 端 子 の テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 は エ ン ボ ス 加 工 に
て 形 成 さ れ る が 、 そ の 際 パ ン チ 形 状 が 転 写 さ れ る の で 、 加 工 に 用 い る パ ン チ の 表 面 荒 さ を
十 分 に 小 さ く す れ ば 、 テ ー パ ー を 持 つ 凸 部 の 表 面 荒 さ を 小 さ く 押 さ え る こ と が 出 来 、 樹 脂
成 形 品 の 端 子 圧 入 穴 内 面 の 溝 と の 嵌 合 時 の 摩 耗 粉 発 生 を 極 小 化 す る こ と が 可 能 で あ る 。 よ
っ て 、 高 価 な イ ン サ ー ト 成 型 工 程 と 洗 浄 工 程 は 省 略 可 能 で あ る た め 、 樹 脂 摩 耗 粉 を 極 力 少
な く し た い 電 磁 リ レ ー な ど の 電 子 部 品 の 製 造 コ ス ト を 低 く 押 さ え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 で の 金 属 端 子 の 概 略 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 で の 樹 脂 成 形 品 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 金 属 端 子 の 挿 入 初 期 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 圧 入 完 了 直 前 の 端 子 圧 入 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 で の 金 属 端 子 の 凸 部 側 面 の テ ー パ ー 角 度 を 示 し 、 図 ５ （ ａ ） は 圧 入 方 向 の
テ ー パ ー 角 度 を 示 す 平 面 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 厚 さ 方 向 の テ ー パ ー 角 度 を 示 す 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ 　 　 金 属 端 子
１ ０ 　 　 金 属 端 子 背 面
２ ０ 　 　 凸 部
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５ １ 　 　 平 板 状 基 部
１ ０ １ 　 　 樹 脂 成 型 品
１ １ ０ 　 　 圧 入 穴
１ １ １ 　 　 圧 入 穴 主 面
１ １ ２ 　 　 圧 入 穴 側 部 面
１ ２ ０ 　 　 溝
１ ３ ０ ， １ ３ １ 　 　 嵌 合 テ ー パ ー 面
５ ０ ０ 　 　 凸 部 側 面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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